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エシカル消費の啓発活動事業
～消費者にできる身近なSDGsとして伝え広げる～

街に出るクマ
～アーバンベアとどう付き合うか～

 三重県

 日本全域

活動地域

活動地域

廃棄野菜削減量 25 ％
意識が向上した
受講生の割合 80 ％

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 75 ％

シンポジウムの登録者 320 人
クマトランクキットの
作成 4 個

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 60 ％

実 践

ひろげる助成

2年目

調査研究

ひろげる助成

2年目

活動内容と成果
●食品ロス削減事業
　 生活の中で身近な「食」が抱える社会課題の一つを消
費者が知り手軽に行動してほしいと考え、動画配信
や食品ロス材料から開発した商品の販売を実施
●エシカル講座開設
　 エシカルを八つの切り口と三重の事例から学び、と
もに発信してくれるインフルエンサーを育成したい
と考え、8回連続講座を実施。オンデマンドで配信
●エシカル度をチェックする商品レビュー会
　 三重県にあるエシカルな商品をもとに、モニターと
製造元がディスカッションしながらエシカル度を
チェックしていく事業で、今年度は7回実施

活動内容と成果
● 全国約80件のクマの市街地出没事例と現地調査から
情報解析を行い、出没時対応の考察を行った
● モデル地域にて野外ワークショップを行い、当事者
意識を醸成するヒントとなるレポートを作成した
● 普及啓発人材育成講座をモデル地域で実施した
● クマの普及啓発用の無料貸し出し教材トランクキッ
トを4個作成するとともにアーバンベア問題解決に向
けた新規の教材を追加した。また、YouTubeに動画を
2本公開した
● 普及啓発に関するシンポジウムを開催するとともに、

HP及びFacebookで情報発信を行った

課　題
①国民全体の環境問題への意識が低い、②三重県民の
環境に対しての意識と自ら取り組んだり学んだりする
姿勢が非常に低い、③悪化している食品ロスと働けな
い女性の雇用問題

目　標
地域の消費者がSDGsやエシカル消費、食品ロス削減な
ど具体的な行動に取り組み、持続可能な社会に地域が
近づき、女性が働きやすい社会になっている状態。

課　題
近年クマの市街地出没が増えているが、その情報整理
と対策は十分ではない。奥山でクマを保全し、市街地で
人の安全を守る「ゾーニング管理」の普及と環境整備が
課題である。

目　標
クマが市街地に出没する要因や対策の必要性を理解で
きる住民を増やすと同時に、地域が主体的に出没対策
を行い、継続的に普及啓発活動を実行できるようにす
る。
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普及啓発シンポジウムの開催普及啓発シンポジウムの開催

商品レビュー会の様子商品レビュー会の様子

普及啓発人材育成ワークショップ普及啓発人材育成ワークショップ
の様子の様子

SDGsやエシカルが身近にあることや手軽に取り組める方法を伝え、持続可能な社
会を想い行動できる消費者を増やしたいと考える。また、講座開設、商品レビュー
会などを実施し裾野を広げていきたい。

これまで得たクマの市街地出没の解析結果から事例集を作成する。また、地域住民
の意識を向上させるレクチャーやクマトランクキットの担い手育成講座を引き続
き開催し、アーバンベア対策の基盤を整える。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
日持ちしない廃棄野菜とお米をどの
ように加工し、応援したい・食べた
いと思ってもらえる食感・見た目に
なるか試行錯誤した点。

■工夫した点
地元企業様から頂く廃棄野菜と近隣
の高校から頂く規格外米を使い、食
品ロスというものを日々の生活の中
で考えられる商品にした点。

■苦労した点
新型コロナウイルスの感染拡大の影
響により、一部現地調査や各活動を
またぐ対面の大きな会議が行えず、
活動進行に遅れが生じた。

■工夫した点
大きなイベントはオンラインを活用
し、小さなイベントは参加人数を最
小限にすることで、新型コロナウイ
ルス禍での活動を実施した。

三重県産野菜と米粉のワッフルクッキー三重県産野菜と米粉のワッフルクッキー
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